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「
あ
た
り
前
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　
「
あ
た
り
前
が
あ
た
り
前
に
で
き
る

よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

私
も
そ
の
通
り
だ
と
考
え
ま
す
し
、
そ

う
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

「
あ
た
り
前
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
？ 

余
談
で
す
が
、以
前
、「
あ

た
り
前
」
体
操
と
い
う
お
笑
い
の
ネ
タ

が
流
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は

滅
多
に
見
ま
せ
ん
。
お
笑
い
界
の
栄
枯

盛
衰
を
感
じ
ま
す
。「
あ
た
り
前
」
の

意
味
は
当
然
な
こ
と
や
普
通
と
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。
ま
ず
断
っ
て
お

き
た
い
の
で
す
が
、人
に
と
っ
て
の「
あ

た
り
前
」
と
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

く
相
対
的
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
に
と
っ
て
の
「
あ
た
り
前
」

が
他
人
に
と
っ
て
は
「
あ
た
り
前
」
で

は
な
い
こ
と
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
受
験
勉
強
で
も
基
礎
が
で
き

て
い
な
い
と
応
用
が
で
き
な
い
よ
う
に
、

　

ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
に
つ
い
て
で

す
。
ま
ず
断
っ
て
お
く
と
、
ド
レ

ス
シ
ャ
ツ
は
下
着
で
す
。
で
す
の

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
お
い
て
、

西
欧
で
は
人
前
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

脱
ぐ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。

（
私
も
そ
れ
を
習
っ
て
、ジ
ャ
ケ
ッ

ト
着
用
時
は
な
る
べ
く
暑
く
て
も

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
脱
が
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
私
は
相
当
の
暑
が

り
で
す
が
。）
し
か
し
、
高
温
多
湿
な
日
本
で
は
そ
う

も
い
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
の
顔
は
襟
で
す
。
様
々
な
形
が
あ
り

ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
ラ
ー
、
ワ
イ
ド
カ
ラ
ー
、
ラ
ウ

ン
ド
カ
ラ
ー
、
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
な
ど
、
好
み
に
よ
る
か

と
思
い
ま
す
。
最
も
基
本
と
な
る
の
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ

ラ
ー
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
で
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
悩
ん
だ
と
き

は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
ラ
ー
を
選
ん
で
下
さ
い
。
ボ
タ
ン
ダ

ウ
ン
も
多
く
の
方
が
着
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ポ
ロ
と

い
う
競
技
で
襟
が
は
た
め
か
な
い
よ
う
に
ボ
タ
ン
で
留

め
た
こ
と
に
由
来
す
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
シ
ャ
ツ
と
い
う

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
は
着
用
を

控
え
た
方
が
い
い
で
す
。
一
方
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
な
い
際
は
、
襟
元

の
収
ま
り
が
良
い
の
で
お
す
す
め
し
ま
す
。
ド
レ
ス

シ
ャ
ツ
の
色
は
青
年
会
議
所
で
は
公
式
な
会
合
で
は
無

地
の
白
の
み
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
は
ラ
イ
ト
ブ

ル
ー
で
も
大
丈
夫
で
す
。
で
す
の
で
、
白
、
ラ
イ
ト
ブ

ル
ー
の
無
地
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
カ
ラ
ー
を
持
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
サ
イ
ズ
で
す
が
、
基
本
と
な
る
の
は
首
回

り
で
す
。
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
た
際
、
1
番
上
の

ボ
タ
ン
を
留
め
て
、
首
の
隙
間
に
指
1
本
半
か
ら
2
本

分
入
る
位
が
適
正
サ
イ
ズ
で
す
。
袖
は
、
腕
を
下
げ
た

際
に
、
手
首
の
く
る
ぶ
し
が
隠
れ
る
位
の
サ
イ
ズ
で
。

　

ち
な
み
に
日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は

和
製
英
語
で
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ツ
に
由
来
し
ま
す
の
で
、

日
本
で
し
か
通
用
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
、

色
つ
き
の
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
の
場
合
は
ワ
イ
シ
ャ
ツ
で
は

な
い
と
い
え
ま
す
ね
。�

～
つ
づ
く
～

�

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
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ま
ず
は
基
礎
的
な
こ
と
は
学
ぶ
べ
き
で

す
。

　

私
は
青
年
会
議
所
に
お
い
て
は
踏
襲

す
べ
き
「
あ
た
り
前
」
と
踏
襲
す
べ
き

で
な
い
「
あ
た
り
前
」
が
存
在
し
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
、
踏
襲
す
べ
き

「
あ
た
り
前
」
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

や
礼
儀
作
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
決

ま
り
ご
と
を
守
る
こ
と
や
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
例

え
ば
各
種
事
業
へ
の
動
員
の
返
信
に
関

し
て
も
全
員
が
動
員
の
返
信
を
き
ち
ん

と
行
え
ば
、
担
当
者
は
未
返
信
者
へ
連

絡
と
い
う
手
間
が
省
け
ま
す
。
返
信
に

自
分
の
時
間
を
使
わ
な
か
っ
た
せ
い
で

他
者
に
1
日
24
時
間
し
か
与
え
ら
れ
な

い
絶
対
的
な
時
間
を
使
わ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
青
年
会
議
所
で

は
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
ト
コ
ル
と
い
う
も
の
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
ト
コ
ル
と

は
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
守
る
べ
き
行

動
規
範
、
流
儀
や
作
法
で
す
。
そ
れ
は
、

セ
レ
モ
ニ
ー
や
服
装
か
ら
組
織
論
ま
で

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
運

動
の
展
開
に
は
、
会
員
の
連
帯
感
、
責

任
感
や
使
命
感
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
行
動
規
範
、

流
儀
や
作
法
、
す
な
わ
ち
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
ト

コ
ル
と
い
う
組
織
と
し
て
の
「
あ
た
り

前
」
で
す
。

　

一
方
、
踏
襲
す
べ
き
で
な
い
「
あ
た

り
前
」
は
、
唯
々
諾
々
と
何
も
考
え
ず

に
た
だ
事
業
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
継
続
事
業
は
過
去
に
先
輩
達
が
苦

心
し
て
作
り
上
げ
、
年
々
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
事
業
で
す
。
当
然

良
い
継
続
事
業
は
継
続
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
変
化

し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
に
合
致
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

考
え
ず
に
「
あ
た
り
前
」
の
よ
う
に
事

業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
考
察
す
べ
き

で
す
。
過
去
に
何
度
も
申
し
上
げ
て
い

ま
す
が
、
青
年
会
議
所
の
使
命
は
「
積

極
的
変
化
」
で
す
。
会
員
に
成
長
を
促

す
べ
く
積
極
的
変
化
の
た
め
に
様
々
な

機
会
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
次

年
度
が
予
定
者
段
階
と
し
て
動
き
出
す

時
期
で
す
。
こ
の
「
あ
た
り
前
」
は
本

当
な
の
か
？ 

な
ぜ
「
あ
た
り
前
」
な

の
か
と
自
分
の
頭
で
一
度
考
え
て
み
て

下
さ
い
。
青
年
会
議
所
の「
あ
た
り
前
」

が
「
あ
た
り
前
」
で
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
。

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
第
67
年
度
理
事
長

�

寺
　
岡
　
誠
　
三

理
事
長
挨
拶

かっこいい

であるために
J A Y C E E

シャツ編（上）
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　去る 6 月 17 日（月）ホテルニュー長崎にて、6 月ひとづくり室
担当例会「温故知新～託された想いや教訓を活かすために～」を
開催させていただきました。当日は、多くのメンバーのご参加、又、
スムーズな運営にご協力いただき誠にありがとうございました。
　近年災害や震災が増えてきましたが、長崎では幸いにして大き
な災害はありません。しかし、長崎では 37 年前に長崎大水害を
経験しており、決して災害が起こらないとはいえません。そこで、
例会委員会として初めて「災害」というテーマに取り組み、長崎
JC の先輩方が行ってきた「復興」や「支援」、又、第 30 代理事
長村木營介先輩、第 43 代理事長坂本卓也先輩のインタビューを
通し、会員の皆様の災害意識を高めていただく事業を行いました。
　私自身、長崎は災害も少なく考える機会も少なかったのですが
この事業をきっかけに「無関係であっても無関心ではなく、安全
で安心なまちをつくること。」を胸に更に意識を高めていきたい
と思います。

6月ひとづくり室担当例会
「温故知新～託された想いや教訓を活かすために～」
� 例会委員会�◆�荒木　理子�君

事業報告

【取材後記】6月ひとづくり室担当例会 「温故知新～託された想いや教訓を活かすために～」
　いつ、どこで起こりうるかわからない災害が起きた際に、いざというときに行動力を持つという意識の重要性を感じました。支援や復
興には様々な形があることも知ることができました。これらを踏まえて、諸先輩方が過去の災害で体験された、机上論ではない行動力を
自分達が受け継いで、その意識を後世へ継承し、まずは我々の世代が災害に対する意識を高めることが最重要課題だと改めて認識しまし
た。 （広報委員会／浦川翔平）

事業の詳細はこちらから

　去る 6 月 28 日（金）、伊勢宮におき
まして、厄入り清祓いが厳粛な雰囲気
のもとで執り行われました。長崎では
長崎くんちの小屋入りに合わせて 6 月
に男性は前厄（数え年 41 歳）の方、女
性は本厄（数え年 33 歳）の方を対象に
1 年間の無病息災を祈願する伝統があ
ります。長崎青年会議所も長年にわた
りこの風習を続けています。
　雨の降る生憎の天候ではございまし
たが、男性会員 16 名（お殿様）の厄入
り清祓いを理事役員も列席して行いま
した。清祓いは厳かな雰囲気の中、粛々
と行われました。厄入り清祓い後のお
殿様方は、仕事に向われたり、食事や
娯楽に向かうなど各人夜の初老祝賀会
に向けて体調、心の準備をされており
ました。

事業の詳細はこちらから

事業報告 厄入り清祓い
� 事務局�事務次長�◆�松下　雄亮�君
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第67年度  初老を祝う会
　去る 6 月 28 日（金）、稲佐山観光ホテル「紫陽花」に於いて第 67 年度初老を祝う会が執り行われました。本
年度は 19 名の初老を迎える会員を、卒業 5 年以内の特別会員も交え多くのメンバーでお祝いをすることがで
きました。ご参加されました皆様本当にありがとうございました。
　渉外交流委員会からは、初老を迎える会員として岩崎秀昭君が出席しておりましたので、お話をお聞きしま
した。

� 渉外交流委員会�◆�小栁　真一�君
事業の詳細はこちらから

 小　栁  本年度の初老を祝う会の感想は？

 岩　崎   早朝より委員会メンバーに迎えに来てもらい、清祓い後も朝 8 時半から開店している食事処で杯
を組み交わし、サウナへ行き落ち着く間もなく杯を組み交わし、これでもかというくらい話し込
むことができました。毎年初老の先輩方を見ていて、このような状態で自分も同じように宴会は
頑張れるかと危惧していましたが、いざ会が始まると更に多くの会員と交流ができ、熱く語りあっ
てたと思います。同い年生まれの会員の一人として参加できたことに喜びと誇りを感じました。
二次会、三次会前半も、かろうじて記憶はありましたが、胸いっぱいお腹いっぱいになり途中で
寝てしまいました。そこへ埜〇先輩からの一撃により目覚め、JC とは卒業しても繋がりを大切
にしている団体だと改めて実感しました。本当に楽しかったです。
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事業報告

　今年度、拡大戦略委員長をさせていただいています、田崎大輔でござ
います。私は訳あって第 2 回拡大会議からの参加でした。最初は会議の
進め方が全くわかりませんでしたが、今年の色を出したくて、机の配置
を例年と違う、委員会形式にしてみたり、お菓子を用意したりしまし
た。今年度最後の第 14 回拡大会議は次年度へ向けた前向きな会議とな
り、一緒になって拡大活動を頑張ってきた各委員会拡大担当副委員長の
方々と懇親を深める場も設けることができ、今までやってきて良かった
なと感じました。拡大戦略委員会を代表して御礼申し上げます。おかげ
様で今年度は 33 名の仮入会員を迎えることができました。これもひと
えに正会員の皆様のご協力があってこそのことです。本当にありがとう
ございました。

第14回拡大会議

第69回 JCI ASPAC済州大会　

� 拡大戦略委員会�委員長�◆�田崎　大輔�君

� 拡大戦略委員会�◆�中山　笑里�君

事業報告

　アニョハセヨ。去る 6 月 17 日（月）より韓国は済州の地で行われました第 69 回 JCI ASPAC 済州大会に光冨
直前理事長をはじめとする 6 名のメンバーで参加して参りました。
　まず 1 日目はモンゴル、フィリピン、マレーシア、台湾、ベトナムのナショ
ナルナイトに参加しました。各国の文化及び JC 活動に触れることができまし
た。又友好 JC である神戸青年会議所、騰龍青年商會のメンバーも多数参加さ
れていて交流を深めることができました。2 日目の総会では JCI の活動を知る
ことができ貴重な体験ができました。そして一番の楽しみでもあったジャパン
ナイトでは九州地区のみ出展以外にもステージでの出し物があり光冨直前理
事長、山口知宏君の華麗なダンスを観ることができ
たのも良い思い出です。
　又次年度以降も参加し、いつの日か 4 エリア会議
に 1 年で全て参加しグランドスラムを達成し世界会
議で表彰されてみたいです。イサンイムニダ。

事業の詳細はこちらから

九州地区JCサッカー大会in別府
サッカー部

� サッカー部�◆�山口　　潤�君

クラブ活動

事業の詳細はこちらから

　去る 6 月 29 日（土）、別府の地におきまして九州地区 JC サッカー大
会 in 別府が開催されました。当日は初老を祝う会の次の日ということ
もあり全員集合したのが試合開始の 30 分前、誰もアップすることなく
試合に臨みました。結果は久留米 JC に 0-2 当然の結果に終わりました。
夜の懇親会では赤瀬キャプテンの肉体美でのローション相撲最高でし
た。手塚監事、ご当選おめでとうございました。当日は庄司先輩、鳥居
先輩、川端先輩にもお越しいただきありがとうございました。峰栄樹監
督長い間監督業お疲れ様でした。新体制は館林ジャパンでいきます。新
入部員も募集しておりますので、一緒に楽しくサッカーやりましょう。
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　去る 6 月 14 日（金）に第 5 回、6 月 21 日（金）に
第 6 回研修が開催されました。第 5 回研修では長
崎青年会議所会議室にて、『長崎県の観光の現状
と課題』と題して、日本銀行長崎支店長平家達史
様に講義をしていただきました。講義では講師が
実際に体験した観光へのアイディアや課題、又、
データに基づく長崎の現状分析を行っていただき、
参加者にとって、非常に有意義な 90 分だったの
ではないでしょうか。第 6 回研修では、長崎大
学 ICT 基盤センターにて、長崎大学 ICT 基盤セ
ンター　ナレッジプラットフォーム部門　部門長　
一藤裕様にビッグデータについて講義をしていた
だきました。参加者やオブザーブで参加した会員
にとって、初めて経験するビッグデータについて
の講義だったのではないでしょうか。両日ともに、
学びの多い講義でありました。

　去る 6 月 19 日（水）18：30 ～四海樓において「第 68 年度理事長候補者選考委員会」が開催されました。
やや緊張した面持ちの委員の皆さんが一堂に会し、円卓の席にて熱い質疑応答の時間となりました。こ
れからの長崎を、そして長崎青年会議所を思う様々な意見に対して、丁寧にそして真摯な受け答えがな
されていました。
　委員会終了後は、大々的な登場シーンでスタートが切られ、和やかな雰囲気の中で懇親会が開催され
ました。時間の経過とともにお酒も話も弾み、第 68 年度へ向けた皆さんの結束が垣間見えるようでした。
委員の皆様お疲れ様でした。

広報レポート

広報レポート

第68年度理事長候補者選考委員会

大学生によるNAGASAKIの観光まちづくり

8月例会・臨時総会
� 総務委員会�副委員長�◆�森田　眞源�君

　来る 8 月 7 日（水）18 時 30 分よりホテルニュー長崎 3 階において「第 67 年度 8 月例会・臨時総会」
が開催されます。当日の議題は「次年度理事予定者及び同監事予定者指名承認」「第 67 年度収支補
正予算（案）承認」の件です。次年度の理事（委員長・室長）、監事、そして本年度の補正予算が承
認される重要な総会ですので、正会員の皆様は必ず出席の上、投票しましょう。又、総会後には次
年度理事に選ばれた方々を委員会メンバーで盛大にお祝いして下さい。
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みなとで大冒険！長崎賢者アドベンチャー！
� 青少年育成委員会�◆�黒岩　英一�君

「JCニュース7月号」に関するアンケートへのご協力のお願い
今後の充実した紙面作りのための簡単なアンケートにご協力下さい。QRコードを読み取っていただくこと
で回答できます。どうぞ宜しくお願い致します。
 （アンケート有効期限：2019年8月7日）

　来る 7 月 27 日（土）、28 日（日）の 2 日間にわたり、長崎水辺の森公園において、夏の長崎の恒例行事
となった、みなとまつりが開催されます。
　今年の長崎 JC はこのイベントの中で、「みなとで大冒険！長崎賢者アドベンチャー！」を開催します。
　水辺の森公園を起点に観光名所などをオリエンテーリング形式で巡りながら長崎にまつわるクイズに答
えてもらい、その得点などを競い合ってもらう事業です。本事業の特色としては、RPG の要素をふんだ
んに盛り込み、得点を競うだけでなく多数のイベントを準備し、その中で長崎の魅力をしっかりと感じて
いただきます。
　多数の会員の協力が必要になりますので、会員の皆様のご参加を、是非、宜しくお願いします。

事業の詳細はこちらから

第6回ながさき100km徒歩の旅
� 未来室担当副理事長�◆�岡部　真悟�君

　「子ども達の生きる力を醸成」というテーマのもと 2014 年から始まりました「ながさき 100㎞徒歩の旅」
が、今年で第 6 回目の開催となりました。今年も昨年までと同様に 8 月 16 日（金）から 8 月 20 日（火）ま
での 5 日間で約 100 名の小学 4 年生から 6 年生までの子ども達が、学生スタッフとして携わる大学生の
もと、およそ 100km という道のりを完歩すべく挑戦します。子ども達がこの 100km という道のりを完
歩するためには大人達の協力が必要不可欠であり、長崎 JC はその一翼を担っております。8 月 16 日（金）
から 8 月 20 日（火）の 5 日間は正会員の皆様に各委員長・事務局長から動員の要請がかかります。当日精
一杯頑張って完歩を目指す子ども達のため、万障お繰り合わせの上、参加をお願いします。
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